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1998 年東大理□4  
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増減およびグラフは下の通りで、 )(xf は nx 360 ≦≦ で単調増加、 nx 18 で変曲点を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)()1( ≧xfxf  であるとき、すなわち 2点 ))1(,1()),(,(  xfxxfx を通る直線の傾きが 1以上であるとき、

   )()1( xfxf  となる。 1)( ≧xf  とすると、 

nxnnxnxnnxxnxnx 24120)24)(12(02883632)32( 2222522 ≦≦≦≦≧   

 

ここで、 
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であるから、 k を整数として 

 

i) 11812 nkn ≦≦ のとき 

下に凸かつ 1)( ≧kf  より 1)()()1( ≧kfkfkf   

   )()1( kfkf   

       )18()118()112()12( nfnfnfnf    

 

ii) 12418 nkn ≦≦ のとき 

上に凸かつ 1)1( ≧ kf より 1)1()()1( ≧ kfkfkf  

   )()1( kfkf   

       )24()124()118()18( nfnfnfnf    

 

i),ii)より、 112 n 個の整数        )24(,)124(,,)112(,)12( nfnfnfnf   は相違なる値である。 
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iii) 1120 nk≦≦ のとき 

 下に凸かつ 1)1( ≦ kf より 1)1()()1( ≦ kfkfkf  

   )()1( kfkf  または     1)()1(  kfkf となるから、 nnf 7)12(  より、 

n12 個の整数      )112(,,)1(,)0( nfff  の中には、 0 から 17 n までの n7 個の整数すべてが含まれる。 

 

iv) 13624 nkn ≦≦ のとき 

 上に凸かつ 1)( ≦kf  より 1)()()1( ≦kfkfkf   

   )()1( kfkf  または     1)()1(  kfkf となるから、 nnf 20)24(  より、 

n12 個の整数      )36(,,)224(,)124( nfnfnf  の中には、 120 n から n27 までの n7 個の整数すべてが 

含まれる。 

 

以上により、 136 n 個の整数        )36(,,)2(,)1(,)0( nffff  のうち、相違なるものの個数は 

 

 12677)112(  nnnn  ……(答) 

 

※2013 年名古屋大理系□2 は本問に類似。 


